
平成 27年 1月 1日 

安倍内閣総理大臣 平成２７年 年頭所感 

 

新年あけましておめでとうございます。 

 

 総理就任から２年が経ちました。この間、経済の再生をはじめ、東日本大震災からの復

興、教育の再生、社会保障改革、外交・安全保障の立て直しなど、各般の重要課題に全

力で当たってまいりました。さらには、地方の創生や、女性が輝く社会の実現といった新たな

課題にも、真正面から取り組んできました。 

 

 そして先の総選挙では、国民の皆様から力強いご支援を頂き、引き続き、内閣総理大臣

の重責を担うこととなりました。 

 

いずれも戦後以来の大改革であり、困難な道のりです。しかし、信任という大きな力を得

て、今年は、さらに大胆に、さらにスピード感を持って、改革を推し進める。日本の将来を見

据えた「改革断行の一年」にしたい、と考えております。 

 

 総選挙では全国各地を駆け巡り、地方にお住いの皆さんや、中小・小規模事業の皆さん

などの声を、直接伺う機会を得ました。こうした多様な声に、きめ細かく応えていくことで、アベ

ノミクスをさらに進化させてまいります。 

 

経済対策を早期に実施し、成長戦略を果断に実行する。今年も、経済最優先で政権運

営にあたり、景気回復の暖かい風を、全国津々浦々にお届けしてまいります。 

 

今年は、戦後７０年の節目であります。 

 

日本は、先の大戦の深い反省のもとに、戦後、自由で民主的な国家として、ひたすら平和

国家としての道を歩み、世界の平和と繁栄に貢献してまいりました。その来し方を振り返りな

がら、次なる８０年、９０年、さらには１００年に向けて、日本が、どういう国を目指し、

世界にどのような貢献をしていくのか。 

 

私たちが目指す国の姿を、この機会に、世界に向けて発信し、新たな国づくりへの力強いス

タートを切る。そんな一年にしたいと考えています。 

 

 「なせば成る」。 

 



上杉鷹山のこの言葉を、東洋の魔女と呼ばれた日本女子バレーボールチームを、東京オリ

ンピックで金メダルへと導いた、大松監督は、好んで使い、著書のタイトルとしました。半世紀

前、大変なベストセラーとなった本です。 

 

 戦後の焼け野原の中から、日本人は、敢然と立ちあがりました。東京オリンピックを成功さ

せ、日本は世界の中心で活躍できると、自信を取り戻しつつあった時代。大松監督の気迫

に満ちた言葉は、当時の日本人たちの心を大いに奮い立たせたに違いありません。 

 

 そして、先人たちは、高度経済成長を成し遂げ、日本は世界に冠たる国となりました。当

時の日本人に出来て、今の日本人に出来ない訳はありません。 

 

国民の皆様とともに、日本を、再び、世界の中心で輝く国としていく。その決意を、新年にあ

たって、新たにしております。 

 

 最後に、国民の皆様の一層の御理解と御支援をお願い申し上げるとともに、本年が、皆

様一人ひとりにとって、実り多き素晴らしい一年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。 

 


